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新
庁
舎
建
替
、
事
業
費
圧
縮
を
提
案

新
庁
舎
建
替
の
進
捗
状
況
は

　
現
在
の
庁
舎
は
震
度
６
強
の
地
震
で

倒
壊
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
耐

震
化
、
既
存
施
設
へ
の
分
散
化
も
視
野

に
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、
ど
ち

ら
も
今
後
の
維
持
管
理
を
含
め
る
と
、

相
当
額
の
費
用
が
か
か
る
試
算
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
庁
舎
建
替
に
関
し
て
、
今

ま
で
な
か
っ
た
国
か
ら
の
財
政
措
置

（
市
町
村
役
場
機
能
緊
急
保
全
事
業
）

が
出
た
た
め
、
一
転
、
現
在
の
市
庁
舎

南
西
部
分
に
新
築
す
る
計
画
と
な
り
ま

し
た
。

 　
た
だ
、
今
回
の
国
の
支
援
は
「
平

成
32
年
度
ま
で
に
庁
舎
完
成
と
い
う
条

件
付
き
で
す
。
逆
算
す
る
と
、
今
年
度

に
は
計
画
（
骨
格
）
を
決
め
、
30
年
度

に
は
実
施
設
計
、
31
年
度
に
施
工
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
ま
か
な
事
業

費
と
し
て
は
、
本
体
工
事
費
、
解
体
工

事
費
、
そ
の
他
で
計
52
〜
71
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
市
立
病
院
建
替
、
小
中
学
校

統
廃
合
で
公
共
投
資
が
増
え
る
中
、
大

き
な
市
民
負
担
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
新

た
な
発
想
と
行
動
力
で
、
新
庁
舎
建
替

に
か
か
る
事
業
費
の
圧
縮
に
努
め
て
行

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
提
言
、
猶
予
期
間
短
縮
で
約
１
億
４
千
（
年
間
４
０
０
〜
５
０
０
）
万
円
の
事
業
費
圧
縮
へ

今後の庁舎建設の流れ
平成２９年
５～　６月  議会と協議、基本計画の策定
７～１２月 庁舎建替基本計画の策定
平成３０年
１～　６月 庁舎建替事業契約
７月～  基本・実施設計（１年）
平成３１年
７月～  新庁舎施工（１年９ヶ月）
平成３３年
４月～  現庁舎解体、引越し作業

成
沢
か
ず
ね
か
ら
の
提
案

　
返
済
期
間
35
年
の
中
に
５
年
間
の
猶

予
期
間
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
金
利

を
圧
縮
す
る
た
め
に
見
直
す
べ
き
だ
。

財
政
課
長
の
回
答

　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
、
猶
予

期
間
を
短
縮
し
た
方
が
現
在
の
計
画
で

１
億
４
０
０
０
万
円
圧
縮
で
き
る
が
わ

か
り
ま
し
た
。
猶
予
期
間
を
短
縮
し
、

事
業
費
を
圧
縮
し
て
い
き
ま
す
。

成
沢
か
ず
ね
か
ら
の
提
案

　
本
会
議
場
に
つ
い
て
は
３
ヶ
月
に
数

回
程
度
し
か
使
っ
て
い
な
い
た
め
、
非

常
に
も
っ
た
い
な
い
。
他
の
会
議
室
に

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き
だ
。

財
政
課
長
の
回
答

　
本
会
議
場
を
会
議
室
と
し
て
使
う
に

は
、
床
面
を
フ
ラ
ッ
ト
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
議
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に

関
し
て
は
、
議
会
と
の
間
で
調
整
を
行

い
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

２９歳
総務文教常任委員会委員　予算委員会副委員長



新たな発想と行動力!!
　４月から、県内多くの自治体で小学５年生から
中学３年生までの各学級に新聞を提供する「一学
級一新聞」を導入するが、本市の考えは。

教育に新聞を活用!!
市内小中学校に新聞を配布

コンビニ交付サービス
市内どこででも証明書等を発行

（平成２９年３月定例会　一般質問）

　証明書等をコンビニで交付できるサービスがあ
るが、市民の利便性向上のために導入できないか。
（平成２７年６月・平成２８年９月の両定例会でも一般質問）

（平成２９年９月定例会　一般質問）

成沢かずねの質問 成沢かずねの質問

前 倒 しで導入！

　財政健全化の中で新規事業が難しい状況にある
のは十分わかるが、教育こそまちづくりの根底。
１年かけて検討するほど、二の足を踏むのか。

成沢かずねの再質問

　経済的理由による教育格差を生み出さないと
いった本事業の趣旨については賛同しています。
しかし、平成29年度の市内各小中学校の対象学
級数は、144学級、年間432万円の事業費を見
込んでいます。この話をいただいたのが予算要求
後のことでしたので、今年度の実施は考えており
ません。

教育指導部長

　私の考えとしては、例えば２クラスであったと
き、１紙がいいのか、２紙をとって、２クラスが
１つの場所に集まり読んだほうがいいのか、様々
な検討をしていますので、もう少しお時間をいた
だきたいと思います。

教育長

　インターネットの普及や整備が進んだ現代にお
いては、施設の利用状況だけではなく、オンライ
ンで施設予約を行いたいというニーズが高まって
います。しかし、実施するには現行の指定管理者
のホームページでは対応できないことや、新たな
システムの構築や運用体制が必要となります。さ
まざまな課題があるため、他の自治体の事例を参
考にして研究してまいります。

　コンビニ交付サービスの導入状況は、８月現在
で全国１,７１８のうち４３０市町村、２５％が
導入しています。国は、国民の利便性向上のため
最終的には全市町村がコンビニ交付に参加するよ
う導入を強く促していることから、財政措置のあ
る平成31年度までの導入が可能かどうかも含め
て、第２期実施計画の策定の中で検討していきた
いと考えております。

市民環境部長

公共施設予約システム
インターネットで公共施設を予約

（平成２９年９月定例会　一般質問）

　近年はインターネットで様々な施設等の予約で
きるようになっている。本市でもインターネット
で公共施設の予約を行えるようにできないか。

成沢かずねの質問

企画調整部長
中学３年２６クラスで先行導入へ！

昨年５月の白山神社春まつりの子供神輿時の様
子。宮司、総代、若連で記念の一枚を撮りました。

置
賜
定
住
自
立
圏
構
想
に
向
け



　
昨
年
11
月
４
日
に
東
北
中
央
自
動
車

道
米
沢
北
I
C
〜
福
島
大
笹
生
I
C

（
延
長
35
・
6 

k
m
）
が
無
事
に
開
通

し
ま
し
た
。
開
通
後
は
、
福
島
市
役
所

〜
米
沢
市
役
所
間
の
所
要
時
間
が
、
現

在
の
国
道
13
号
経
由
の
約
60
分
か
ら
、

約
40
分
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
で
も
物
流
面
や
交
流
人
口
の
拡

大
が
期
待
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
人
口

や
、
若
者
の
流
出
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

に
、行
政
と
し
て
、議
員
と
し
て
も
様
々

対
策
や
政
策
を
講
じ
て
行
く
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　高
速
道
路
無
料
化
で
置
賜
環
状
線

を
形
成

　
平
成
29
年
６
月

定
例
会
一
般
質
問

で
提
案
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、

置
賜
地
域
で
は
、

現
在
、
東
北
中
央

自
動
車
道
を
起
点

に
、
国
道
２
８
７

号
米
沢
北
バ
イ
パ

ス
（
B
P
）
〜
川

西
B
P
や
国
道

１
１
３
号
梨
郷
道

路
な
ど
の
B
P
整

大
き
い
で
す
。

　
米
沢
南
陽
区
間
を
無
料
化
す
る
こ
と

で
、
置
賜
環
状
線
を
形
成
で
き
、
私
た

ち
の
生
活
道
路
と
し
て
も
、
物
流
な
ど

で
も
、
さ
ら
な
る
向
上
に
つ
な
が
る
も

の
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

 米
沢
南
陽
区
間
無
料
化
の
可
能
性

　
先
の
民
主
党
政
権
時
に
お
い
て
、
地

域
活
性
化
を
目
標
に
、
高
速
道
路
無
料

化
の
社
会
実
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
際
に
無
料
化
さ
れ
た
の
は
、
今
回
無

料
化
の
提
案
を
行
っ
て
い
る
米
沢
南
陽

道
路
を
含
む
、
37
路
線
50
区
間
の
合
計

1
6
2
6
k
m
、
N
E
X
C
O
3
社
の

管
理
道
路
で
、
高
速
道
路
の
全
延
長
の

約
18
%
で
す
。

　
ち
な
み
に
、
か
か
っ
た
費
用
は

１
２
０
０
億
円
で
し
た
が
、
震
災
復

興
に
回
す
た
め
に
終
了
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
を
参
考
に
し
、
今
回
の
区

間
の
無
料
化
に
か
か
る
費
用
を
算
定

（
独
自
）
し
て
み
る
と
、
年
間
５
億
〜

６
億
４
０
０
０
万
円
程
度
の
費
用
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
置
賜
３
市
５
町
で
定
住
自
立

圏
構
想
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
今

回
提
言
す
る
置
賜
環
状
線
が
実
現
で
き

れ
ば
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
近
隣
自
治
体

と
の
交
流
と
、
連
携
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
る
は
ず
で
す
。

備
に
よ
る
、
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
長
井
南
B
P
や
赤
湯
B
P
に
よ
う

に
開
通
し
た
区
間
も
あ
り
、
徐
々
に
点

が
線
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
概
ね
、
置

賜
の
各
自
治
体
を
30
分
以
内
で
結
ぶ
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
進

捗
率
は
ま
だ
ま
だ
低
い
状
況
で
す
。

　
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
、
右

の
図
の
米
沢
、
高
畠
、
南
陽
、
川
西
の

と
こ
ろ
で
す
。
高
規
格
道
路
が
結
ば
れ

れ
ば
、
綺
麗
に
円
が
で
き
る
の
が
わ
か

り
ま
す
。
道
路
で
言
え
ば
首
都
高
速
や

外
環
道
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
バ
イ
パ

ス
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
置
賜
の
環

状
線
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
国
道 
13
号
は
物
流
以
外
に
も
私
た

ち
の
生
活
道
路
と
し
て
と
し
て
も
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
冬
期
間
や

朝
夕
な
ど
恒
常
的
に
渋
滞
が
発
生
し
て

お
り
、
道
路
と
し
て
は
貧
弱
な
部
分
も

資
料
： 

置
賜
総
合

開
発
協
議
会

置
賜
定
住
自
立
圏
構
想
に
向
け

緊急提言
高
速
交
通
が
果
た
す
役
割

成沢かずね



米沢市政についてご意見ください！

フェイスブック・ツイッター・インスタグラム・
ブログで日々の活動を発信しております。ぜひ
ご覧ください。

成沢かずね事務所
米沢市窪田町窪田１８８-８
電　話：０２３８（３７）６１１６
メール：kazune_narisawa@yahoo.co.jp

FAX 0238 - 37 - 6116

成沢かずね事務所インターン生３連続 最優秀賞獲得
　

今
回
で
３
回
目
と
な
り
ま
す

が
、
２
０
１
７
年
８
月
か
ら
９
月
の

２
か
月
間
、
山
形
大
学
工
学
部

の
学
生
２
人
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

生
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

主
な
活
動
は
、
市
内
企
業
の
訪

問
や
お
祭
り
への
参
加
、
議
会
傍

聴
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分

た
ち
で
テ
ー
マ
を
決
め
、
調
査
、

研
究
、
最
終
日
に
は
、
学
生
間

で
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
生
は

「
方

言
普
及
第
１
期
実
施
計
画
」
と

題
し
て
、
米
沢
弁
の
普
及
を
目

的
と
し
た
調
査
を
実
施
。
㻝㻢
チ
ー

ム
が
出
場
し
た
中
で
、
最
優
秀

S
D
P
賞
を
受
賞
し
、
３
連
続

で
S
D
P
賞
を
取
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
発

表
会
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

成沢かずね
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送 

信

視察先報告 会　派
５月２３日  新庁舎建替事業（群馬県富岡市）
７月２、３日 筑波大学の取組み（茨城県つくば市）
   決算の審査方法（茨城県鹿嶋市）
１０月２～４日 フラノマルシェ（北海道富良野市）
   ビエイティフル事業（北海道美瑛町）
   絵本の図書館（北海道剣淵町）
   ワインツーリズム事業（北海道余市町）

委員会
１１月８～１０日 定住自立圏構想（大分県中津市）
   移住定住（大分県豊後高田市・杵築市・別府市）大分県別府市にて移住政策の概要

説明の様子


